
!"#$%&'()*+,-. /

!"#$%&'()*$+,-./0123456789:;<= >

?@ABC >DEF>GHIJEIKL >

>

⾯積 15,275 ㎡、北海道に次いで⼆番⽬に広い岩⼿県。
岩⼿県では現在 15 の⼟⽊センターが主管事務所となり、
⼟⽊業者とともに県全域の⼯事案件を処理している。 

 
今でこそ、県の⼟⽊業界の IT 化は進んできたものの、
今から 10 数年前の 2000 年初めの道路補修⼯事といえ
ば、デジタルカメラの普及も進んでいない、アナログな
時代。例えば、カーブミラーの破損の連絡がセンターに
あれば、依頼を受けた業者（あるいはセンター職員）が
現場まで出向いて写真を撮り、現像に出して、書類に貼
って⼯事申請を⾏い、⼯事指⽰を受けた業者が⼯事実
施、施⼯中・施⼯後の写真を貼付して完了報告書を提出
する、といった⾮常に煩雑なフローが発⽣していた。特
に建物が密集する都会と違い、⽬印となる建物が周辺 
にない場合が多く、場所の特定が難しく、エリアも広域 
であるため、とにかく時間がかかっていたそうだ。 

 
 
 

そんな問題を解決するために、IT 化にいち早く取り組
んだのが、株式会社⼩⽥島組の⼩⽥島直樹代表取締役社
⻑。以前から写真に位置情報を付けられれば、撮影場所
が特定できて良いだろうというアイディアはあり、
2004 年に道路維持⼯事⽀援システム『位置コミ』をリ
リース。その後 3、4 年掛けて、県内のすべての⼟⽊セ
ンター事務所（当時は 13 拠点）に『位置コミ』が導⼊
された。県の担当職員が携!"#で写真を撮り、『位置
コミ』に⼊$すれば、写真か らま%修理&所が'か り、 
位置情報も(時に'かるという )組*だ。こ の『位置コ 
ミ』は、+,な 補修⼯事ならば、' %か 3 時間-らいで  
完了するという./の0 1な23化 をもたらした。 

 

 



こうした24もあって56に『位置コミ』の78が進
んではいたものの、9発:である⼩⽥島組にとって、
;8管理に<する=担はけっして⼩さなものではなか
ったという。特にス>ー?フ@ンAタブBC?な/、
多D多EなデFイスのG場A、 HI のアCJデー?な/

のK化がLこるたMに、/のNDではOえて/のND

ではOえない、な/のPQを全て⼩⽥島組の社内で⾏
っていたそうだ。しかしデFイスの進化のスRーSは
年TUVし、W業である建X⼟⽊業のYらでそのすべ  
てをPQし、Z[していくことは \ ]^_ `だとabし  
た。そうした中、c社がd⽬し たのがeラfSgーh  
スである ijklmkn だったという。 

ijklmkn ならopの HI Z[は全てeラfSgーhス
の提q:であるgイrfstがPQを実施している.

か、ス>ー?フ@ンAタブBC?もuvでZ[してい
るため、⼩⽥島組のPQコス?は.wxくなった。ま
た、以前は『位置コミ』に]y合が発⽣したzに、{

|}のgーFー会社に連絡して~•がないか/うか€

•をし、⼩⽥島組の担当者が直‚ƒー„ーZ[を⾏っ
ていた。しかし現在はeラfS…ースにしたことで、
こうした†業は全てgイrfsに‡ˆられる‰うにな
ったという。 

p たなデFイスA HI のPQ、]y合Z[な     /、
今までŠきなコス?を掛けていた‹Œが全て解•さ
れ、W業である建X⼟⽊業の)事にŽ•できる‰ うに
なった。 
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